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1 ．はじめに
科学技術立国を目指すわが国では，科学や技術

の担い手となる若い世代の育成が重要な課題と
なっている．科学技術に関する児童・生徒の興味・
関心を高め，理科における学力向上を目指して，
理科支援員等配置事業，サイエンスパートナー
シッププロジェクト，スーパーサイエンスハイス
クールなどのさまざまな事業が実施されている．
理科支援員等配置事業の一つに特別講師派遣事業
があり，大学教員や企業の技術者，研究者を学校
に派遣し，専門的な講義を行う取組が行われてい
る．NPO法人科学技術振興のための教育改革支
援計画（SSISS）は，特別講師派遣事業として，
小中学校などで特別講義を行う研究者や技術者の
会員を募集，登録し，学校現場のニーズに合わせ
て会員を派遣する事業を実施している．
筆者の一人（川上）は，2009年に SSISS から

の講師依頼を受け，東京都大田区立洗足池小学校
で「地層を調べよう」という特別授業を実施した
（川上・西田，2009）．その後，理科支援員等配
置事業として，岐阜県下呂市立上原小学校でも同
様の授業を 2回実施している．
2009年 6 月13日に，SSISS からの講師依頼を

受けて，大阪府守口市立藤田小学校において，北
河内地区の小学校理科教育研究会の教員を対象に
した教員研修会で講演を行い，web サイト教材「理
科教材データベース」の開発やその活用事例研究
について，先進的な取組を紹介したが，さらに，
SSISS からの特別講師の依頼があり，2009年11
月17日に守口市立藤田小学校 6年生 2クラスを

対象に，「地層を調べよう」という特別授業を実
施した．
本論は，SSISS からの講師依頼を受けて再び

藤田小学校の 5年生 2クラスを対象に，特別授
業を行った内容を報告するものである．藤田小学
校では，すでに 6年生を対象に「地層を調べよう」
という特別授業を実施しており，今回は「アンモ
ナイトを調べよう」という題目で，5年生を対象
に特別授業を実施した．
アンモナイト化石やオウムガイ標本を用いた課

題解決型授業の構想は，青井ほか（2009）で論
じられ，中学校第 1学年の「大地のつくりと変化」
の単元において，アンモナイト化石を調べて，そ
の化石が産出した地層の時代を調べる授業実践が
行われている．本実践は，同様の学習計画を小学
校5年生を対象に行うため，さらなる教材研究と
指導案の検討を行っている．

アンモナイトとオウムガイ標本を用いた課題解決型特別授業の実践

―示準化石と動物の仲間分け―
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図 1． アンモナイト図鑑．配布された2個の化石
をスケッチし，名前をつける．
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2 ．教材開発と指導案
　⑴　示準化石としてのアンモナイト化石
アンモナイトは三葉虫，サメの歯と並んで子ども
たちに人気のある化石の一つである．アンモナイ
ト化石については，安価な市販品もあり，本物の
化石を手軽に入手できる．しかし，その産地が不
明なことが多い．筆者らは，フランスのセント・
ポール・デ・フォン（Saint Paul-des-Fontes）に
おける化石産地の状況写真と，採集されたアンモ
ナイト化石を大量に入手し，中学校の理科授業で
活用しようと企てている．その教材としてのメ
リットは，⑴化石の産出状況がわかるので，写真
を提示し，発見されているアンモナイト化石を用
いてその時代を特定するという課題が提示できる
こと，⑵産出する化石は種類，数が豊富で，学習
者が個別に化石の観察・同定ができること，⑶ア
ンモナイト化石は似たものがあり，一見見分けは
難しいが，形態を詳しく調べることで分類が可能
なことが挙げられる．青井ほか（2009）の実践
では，生徒に与えた化石は大量のサンプルから無
造作に取り出したものであり，化石の表面が磨耗
したり，土がついていて形態観察が困難なものが
含まれていたこと，種類が多く，化石の見分けが
難しいという印象を与えたことなど，教材の見直
しが必要であった．
今回は地層や化石に関する先行学習のない小学

5年生を対象とするため，膨大な化石標本から特
定の種（オウロコリトセラス，カタコエロセラス，
カリフィロセラス，フィロセラス，リトセラス，
グラモセラスの 6種）をピックアップしたこと，
学習者に提示する「アンモナイト図鑑」について
は，標本と対応した画像を掲載し，比較して同定
できるように修正した（図 1）．さらに，アンモ
ナイト図鑑で与えられた化石の名前を決めたあと
に，アンモナイトの系統図を配布するが，この図
に掲載されている化石についても化石図鑑と対応
させてあり，それぞれ与えられた化石の名前がわ
かれば，地層の時代が絞り込めるように修正した
（図 2）．

　⑵　動物の仲間分け
これは，第 1時の示準化石に関する授業を受け

て実施することを想定している．学習者は，アン
モナイト化石の観察を行っているが，アンモナイ
トがどのような生き物だったかはまだ学習してい
ない．
まず，導入では，現生の生き物を数種類提示し，

アンモナイトに近いものがどれかを予想させる．
この段階で 8種類の選択肢を提示することにし，
選択肢にはオウムガイと巻貝を含めた（田口，
2007）．図 3に配布した資料を示す．
オウムガイと巻貝の違いを鮮明にするため，講

図 2．アンモナイトの系統樹と主な分類群．
図 1．で調べた化石の名前から，地層の時代を推定する．

岐阜大学教育学部　教師教育研究　第 5号　2009



－ 167 －

師の演示実験で，貝殻を水の入ったビーカーに入
れ，オウムガイの殻は浮遊するが，巻貝は底に沈
むことを示す．さらに，オウムガイの生態を示す
動画を示し，オウムガイが海水中に浮いて生活し
ていることを示すことにした．オウムガイの動画
コンテンツは，web サイト教材「理科教材データ
ベース」に登録されているものを用いている．
その違いを追究する場面では，半分にカットし

たオウムガイの殻の標本と，断面が調べられるよ
うにカットした巻貝の標本を提示することにし，
オウムガイの殻のカット標本を各班に 1個ずつ
全部で 8個用意した．オウムガイと同様，アンモ
ナイト化石にも隔壁があることを調べることがで
きるように，アンモナイト化石のカット標本につ
いては，児童に一人に 1個全部で40個確保した．

3 ．授業実践
これらの授業は，2010年 1 月25日に守口市立

藤田小学校で実践した．午前中に示準化石に関す
る授業を 2クラス実施し，午後に動物の見分けの
授業を実施した．授業では，小野と吉田がTTと

して，スケッチの描き方や観察のポイントなどに
ついてアドバイスを行っている．
　

3－1　示準化石に関する学習
　⑴　授業の導入
まず，小学 5年生が対象ということで，化石や

地層に関する質問を行って，学習者の既存知識を
把握した．知っている化石について尋ねたところ，
三葉虫，アンモナイト，ティラノザウルス，プテ
ラノドン，マンモス，ナウマンゾウ，カブトガニ，
シーラカンスといった名前がでた．化石に関する
知識がない子もいる可能性があるので，ティラノ
ザウルスと三葉虫の画像を示し，生き物が石に
なったものが化石であることを説明した．提示さ
れた生物が現在も地球に生息しているかと尋ねた
ところ，いまは生きていないという認識をもって
いることがわかった．
次に，化石によって生きていた時代が違うこと

を印象づけるため，日本史に登場する人物を示し
たあと，地質時代と時代ごとのおもな化石を示し
た図を映示し，化石から地質時代がわかることを
説明した．

　⑵　課題づくり
フランスのセント・ポール・デ・フォン（Saint 

Paul-de-Fonts）におけるアンモナイト化石の産
状を示す写真を提示した（図 4）．そして，アン
モナイト化石を調べて，地層の時代を決める課題
を提示し，図 1に示したアンモナイト図鑑と化石
標本をペアに 1箱ずつ配った．化石の入った箱に
は 2種類のアンモナイト化石があり，それぞれス
ケッチして名前をつける作業をし，名前について
はペアや班で相談するように指導した．

図 3．アンモナイトと同じなかまの動物を選定
するための資料．オウムガイと巻貝が候
補であり，それらの殻のつくりを調べる
課題へと導くためのもの．

　図 4．フランスのSaintPaul-des-Fontes の
　　　　露頭写真．
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　⑶　地質時代の決定
ほぼ全員の児童が化石のスケッチと名前をつけ

る作業を終えた段階で，アンモナイトの系統樹を
示した資料（図 2）を配布し，スケッチを貼って，
地層の時代を決めるように促した．図 5に児童が
描いたスケッチの例を示す．ここで机間指導し，
化石の同定を誤った班に対し，再検討をさせた．
結果の交流では，ケースに含まれていた化石の

名前を発表させ，同じ化石を確認した子は挙手さ
せ，数を集計した．化石がカリフィロセラス，グ
ラモセラス，リトセラスなどであることから，地
層の時代が中生代のジュラ紀，白亜紀のものであ
ると結論づけることができた．

3－2　動物の仲間わけの学習
　⑴　授業の導入
第 1時で，アンモナイト化石のスケッチや地層

の時代を追究していたので，子どもたちのアンモ
ナイトに対する興味は高まっていた．そこで，ア
ンモナイトがどのような生き物だったのかについ
て質問し，発言を促した．多くの児童が巻貝とい

う発言をした．
さらに，アンモナイトと比較する動物のメ

ニューを示した資料（図 4）を配布し，オウムガ
イと巻貝が候補であることを印象づけた．

　⑵　オウムガイの生態
オウムガイと巻貝の違いを示すため，オウムガ

イと巻貝の殻を水の入ったビーカーに入れる演示
実験を行った（図 6）．続いてオウムガイの生態
を示した動画ビデオを示し，オウムガイが浮遊し
て生息していることを印象づけた．オウムガイの
殻が浮く理由を発言させたところ，殻が軽いとか
空気がはいっているといった意見があった．
そこで，オウムガイのカット標本を班に一つず

つ配り，内部の形態をスケッチさせた．オウムガ
イの内部は多くの部屋に分かれており，それらが
管のようなものでつながっていることに驚き，丁
寧にスケッチを描いていった（図 7）．
その後，巻貝の殻の入ったケースを配り，巻貝

の殻は部屋に分かれていないことを確かめ，貝殻
のスケッチをさせた．

　⑶　アンモナイトの形態観察
オウムガイと巻貝の殻の違いをはっきりした段

階で，巻貝標本を回収し，アンモナイトはどちら
かを尋ねた．提示したアンモナイトはカットした
ものではなかったので，どちらであるかを決めら
れない．そこで，アンモナイトのカット標本を一
人 1個ずつ配った．化石の断面にはオウムガイと
同様多くの部屋が観察できた．化石のスケッチの
ための時間をとったあと，結果について交流した．
アンモナイトにもオウムガイのような部屋がたく
さんあるという発言に続いて，オウムガイには管
のようなものがあるが，アンモナイトにはないと
いう発言があった．提示したカット標本は大きさ
が 2 cm ぐらいのものであり，カットする際に管
の部分が削られて失われて観察できなものが多
かった．しかし，一人の児童が自分の化石には管
のようなものがあるという発言をした．本来は管
のようなものがあるが，カットする際に削れてし
まったという説明を行った．

図 5．アンモナイト化石を観察する子どもたち
と描いたスケッチの例．
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